












要約:夫婦の人間関係と親子関係(母-子・父-子)は相互に影響し合っていることがわかっ

た。特に、母親にとって、夫婦の人間関係が良好で、夫の情緒的支援が得られることと、

父親が子供に積極的に関わることは、母親の子供に対する姿勢に影響を与える傾向が認め

られた。

  育児や母子関係に関しては、妊娠・出産などの延長として、主に生物学的な立場から多

くの研究がなされてきた。それに比較し、父親の役割等については注目されつつあるもの

の、いまだ研究事例も少ないのが現状である。

  今回のアンケート結果からみても、今後父親の育児参加がより積極的に行われるよう、

保健事業内容の検討や、教育・福祉・労政等の関係者との連携を図り、より良い子育て支

援体制を作っていくべきと考えた。


